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 事業概要 

航空機の燃料消費量削減及び空港騒音低減を目的とし, 抵抗低減技術や空力構造等の統合設計技術
の研究開発を行っている. 100-150 席クラスの旅客機を対象とし, 誘導抵抗低減技術および摩擦抵抗低
減技術を適用し低抵抗機体設計を行い, 基準機(TRA2012A)と比較し巡航揚抗比7%向上を実現する機
体形状(TRA2022)を創出することを目標とする. 同時に, 将来の低抵抗・低騒音航空機(TRA203X)技
術として, unconventional 機体概念設計技術及び機体推進干渉効果・空港騒音推算技術を開発し, エン
ジンや騒音技術を合わせ 2030 年度前半に燃費 50%減, 騒音 1/10 を目指す低騒音・低燃費機体の設計
基盤技術を得ることを目的とする. 

 
参考 URL: http://www.aero.jaxa.jp/research/ecat/ecowing/ 

 

 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

航空機の空力性能及び騒音特性を向上させるため, 主翼及び航空機形状における設計作業に CFD を
利用している. 空力設計では, 複雑な形状における詳細な流れ場を理解しつつその改善形状を追求す
るため, 迅速で正確な空力特性を把握することと同時に膨大な計算リソースが必要である. 事業遂行
においてスパコンは必要不可欠である. 

 

 今年度の成果 

120 席亜音速航空機の巡航飛行時の抵抗低減を目標に TRA2022 4 次形状の主翼設計を行った. 2018
年度に設計したTRA2022 3次形状に対して, 主翼面積変更及び翼胴フェアリング形状の改善により燃
料消費量を削減させた. 空力低抵抗技術に加え構造軽量化技術を適用することで, 参照機体である

エコウィング技術の研究開発(空力システム設計技術) 
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⚫ 計算情報

⚫ 利用量

総資源に占める利用割合※ ：

内訳
計算資源

計算システム名 コア時間 コア・ 資源の利用割合※

プロセス並列手法
スレッド並列手法 自動並列
プロセス並列数
１ケースあたりの経過時間 時間
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